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今
夕
は
日
本

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
協
會
の
設
立
以
来
七
周
年
目
の
シェ

イ
ク
ス

ピ
ア
記
念
祭
に
営
り
ま
し
て
、
私
が
お
話
を
致
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
簡
箪
に

日
本
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
涯
し
ま
し
た
が
、
私
が
國
に
於
て
シ

ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
が
是
迄
ど
ん
な
筏
路
で
紹
介
さ
れ
、

進
ん
で
は
研
究
さ
れ
て
来
た
か
に
つ

い
て
お
話
し
よ
う
と
思
ひ
ま
す
°
尤
も
こ
の
事
に
脳
し
ま
し
て
は
既
に
痰
表
さ
れ
た
研
究
調
査
の
結

果
も
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の
お
話
も
そ
れ
ら
に
負
ふ
所
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。

日
英
雨
國
の
交
通
は
シ
ェ

イ
ク
ス
ビ
ア

の
存
命
中
に
一
旦
始
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
共
時
は
シ
ェ

イ
ク
ス

ピ
ア
の
名
さ
へ

日
本
に
は
他

は
ら
な
か
っ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
。
且
そ

の
交
通
は
短
期
で
中
止
さ
れ
、
そ
の
中
に
銀
國
と
な
り
、
日
英
通
商
の
復
活
は
遂
に
安
政
年
問

迄
押
し
延
べ

f
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
日
本
の
洋
學
と
言
へ
ば
殆
ど
ま
た
面
學
の
獨
舞
盗
で
あ
り
ま
し
た
文
化
七

こ
~

ろ
の
た
ぞ
と
け
た
い
ろ
い
と

年
（
西
腔
で
は
一
八

一
0
)

『
心
鎚

解

色

絲
』
と
い
ふ
芝
居
と
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ

の
正
月
江
戸
の
市
村
座
で
上
湖
さ
れ
ま
し
た

ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ

ノ
ト
』
と
の
間
の
類
似
が
、
わ
が
園
の
批
評
家
の
注
意
に
上
つ
て
居
り
ま
す
。

屋
大
南
北
と
二
泄
櫻
田
治
助
の
合
作
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
戯
曲
と
似
て
居
り
ま
す
の
は
、

の
仰
説
を
改
窪
し
た
部
分
で
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
の
二
つ

の
芝
居
を
詳
し
く
比
絞
し
て
見
・
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
は
か
な
り
の
類
似
が
あ

H
本
ど
尺
イ
ク
ス
ピ
ア

文

學

研

究

第
十
六
栂

豊

南
北
が
糸
屋
の
娘

『
心
謎
解
色
絲
』
は
勝
俵
蔵
郎
ち
後
の
鶴

~
 A
 

田
（
一
八
四

0
)

賓



り
ま
す
。
帥
玉
一
方
が
赤
城
家
と
い
ふ
武
家
と
町
家
の
糸
屋
と
を
野
立
せ

し
め
て
ゐ
る
の
に
訂
し
て
、
他
方
は
イ
タ
リ
ア

の
菩
家
を
釘
立

ロ
ミ
オ
と
網
五
郎
と
は
共
に
放
逐
の
身
と
な
り
、
花
嫁
に
な
る
筈
の
ヂ
ユ
リ
エ

ッ
ト
と
お
房
が
共
に
靡
睦
剤
の
た
め
に
暫
時
恨
死

一
方
は
僧
の

ロ
レ
ン
ス
他
は
際
者
の
東
林
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。
且
お
房
は
知
ら
す
し
て
宇
毎
築

を
呑
ま
さ
れ
て
二
十
四
時
間
仮
死
朕
態
に
陥
り
、
ヂュ
リ
エ

ッ
ト
は
自
ら
姉
つ
て
服
築
し
て
四
十
二
時
間
眠
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

イ
ク
ス
ピ

ア
の
方
で
は
悲
制
で
あ
る

の
が
南
北
の
方
で
は
喜
劇
に
な

つ
て
ゐ
る
こ
と
、

係
を
肯
定
す
れ
ば
、

「
換
骨
啄
胎
の
妙
」
を
得
て
ゐ
る
と
言
ひ
得
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
且
是
等
二
つ
の
間
に
闘
係
あ
り
と
す
れ
ば
、
伊
原

青
々
園
氏
等
も
想
條
さ
れ
、
且
共
後
竹
村
登
氏
が
敷
術
説
明
さ
れ
ま
し
た
や
う
に
、

長
崎
出
島
の
オ
ラ

ン
ダ
屋
敷
で
或
は
其
頃
演
ぜ
ら
れ

た
か
も
し
れ
ぬ
『

ロ
ミ
オ
と
ヂユ
リ
エ

ッ
ト
』
の
筋
が
南
北
の
耳
に
入
っ
た
と
想
條
す
る

の
が
最
も
顔
に
近
い
で
あ
り
ま
せ
ぅ
。
然
し
其
頃

果
し
て
出
島
で
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
が
派
ぜ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
確
腐
に
飾
ら
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
す
、

と
イ
ギ
リ
ス
は
敵
封
脳
係
に
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
他
方
に
於
て
埋
葬
さ
れ
た
懇
人
が
蘇
生
す
る

と
い

つ
た
話
の
筋
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
迄
行
か
な
く
て
も
、

裳
時
日
本
で
も
脹
ま
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
ま
す

『
柳
齋
志
異
』

な
ど
の
中
に
も
見
出
せ
る

の
で
あ
り
ま
す
°
要

す
る
に
東
西
の
こ
の
二
つ
の
芝
居
の
間
の
因
果
闘
係
は
未
だ
確
定
的
と
は
言
へ
な

い
も
の
4

や
う
で
あ
り
ま
す
。

な
ほ
井
原
氏
は
近
松
の

『
繹
迦
如
来
誕
生
命
i

』
の
中
に
、
脚
の
肉
を
切
つ
て
秤
に
か
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
と、

来
た
も
の
で
あ
ら
う
と
述
べ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

一
方
は
波
斯
を
継
て
欧
洲
に
仰
は
り
、
他
方
は
支
那
を
網
て
日
本

へ

『
心
謡
解
色
絲
』
が
市
村
座
で
上
演
さ
れ
た
の
が
文
化
七
年
の
正
月
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

日
本
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

と
を
比
較
し
て
、
何
れ
も
籾
迦
に
開
す
る
印
度
の
他
説
が
も
と
で
、

欣
態
に
陥
り
、
そ
の
手
痴
薬
の
調
合
者
は
、

せ
し
め
、

ー
一
九

こ
の
雨
制
の
間
の
開

そ
れ
が
書
き
下
さ
れ
た
の
は
前
年
で
あ
り
ま
せ．
 

（
一
八
四
一
）

ヴ
ェ
ニ
ス
の
裔
人
』
中
の
所
謂
人
肉
質
入
裁
判

且
其
頃
オ
ラ
ン
ダ

其
他
種
々
の
相
異
期
は
、

叉
シ

ェ



明
治
に
な
り
ま
す
と
、

せ
う
。

そ
の
四
年
に
中
村
敬
宇
先
生
の
『
西
國
立
志
篇
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

朝
の
詩
文
に
就
い
て
簡
箪
に
記
し
た
所
が
あ
り
ま
し
て
、
共
虚
に
ミ
ル

ト
ン、

是
は
サ
ミ
ュ

エ
ル
・、ス
マ
イ
ル
ズ
の

翁
の
趣
旨
が
文
駆
に
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
ま

ス
・ペ
ン
サ

ー
と
共
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
名
が
出
て
居
り
ま

そ
の
第
五
巻
の
終
に
エ
リ
ザ
ベ
ス

ス
ペ
ン
サ

ー
、
テ
4

ロ
ッ
ト
ソ
ン

の
名
が
列
昂
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

そ
の
次
は
文
久
元
年
長
門
の
温
知
祉

陳
逢
衡
と
い
ふ
支
那
人
の
記
し
ま
し
た

『
嘆
睛

う。
．然
る
に
こ
の
文
化
六
年
は
そ
の
前
の
年
の
長
崎
に
お
け
る
英
船
フ
ェ

イ
ト
ン
蛾
の
狼
藉
が
原
因
で
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
名
も
最
初
は
閲
墾

者
な
通
し
て

Eh
本
へ
仰
は
る
こ
と
に
な
り
ま
じ
た
。
天
保
十
｀
一
、
二
年
に
か
け
て
天
文
方
見
習
澁
川
敬
直
が
認
出
し
ま
し
た

『
英
文
鑑
』

是
は
リ
ン
、ド
レ
・
マ
レ

の
英
文
典
を
涸
認
か
ら
菫
認
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
下
編
に
、
竹

シ9
エ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
名
が
「
シ
ャ
ー
ケ
ス
ピ

ー
ル
」
と
出
て
居
り
ま
す
。
同
じ
場
所
に
は
・ミ
・ル
‘卜

ン
共
他
の
名
も
列
學
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
認
者
は
各
文
人
．の
特
徴
に
欄
す
る
説
明
を
作
品
の
名
と
誤
解
し
て
居
り
ま
す
。
わ
が
國
の
文

献
中
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
を
含
む
共
次
に
古
い
も

の
は
支
那
系
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

吼
紀
略
』
に
我
が
津
滞
の
荒
木
塞
が
訓
黙
を
施
し
て
茄
永
六
年
に
鴫
刻
上
梓
し
ま
し
た
も

の
4

中
に
、
有
瓦
平
弓
作
ユ
詩
文
孟
省
四
人
上
と
し
て

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ミ
．ル
ト
そ

で
訓
幽
を
附
‘し
て
酬
刻
し
差
し
た
漢
繹
本
『
英
國
史
』
で
あ
り
ま
す
。
ぷ
邸
本
は
滞
國
に
渡
来
し
ま
し
た
基
悩
敦
宜
数
師
英
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・`

ぎ
ア
ヘ
ッ
ド
が
恐
ら
く

ト
マ

ス
・、ミ
ル
ナ

ー
と
い
ふ
人
の
英
同
史
を
淡
繹
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

す
°
輻
濁
翁
の
『
西
洋
事
梢
』
の
初
篇
が
出
ま
し
た

の
は
疵
廊
二
年
で
あ
り
ま
し
て
、

の
項
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、・
シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
．ア
、
ミ
ル

ト
ン
等
の
名
は
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
は
「
文
學
抜
衡
」
、
英
國
の
「
史
記
」
等

村
氏
が
先
づ
指
摘
さ
れ
ま
し
た
や
う
に
、

と
い
ふ
英
文
典
が
あ
り
ま
す
。

の
主
ス
ン
外
語
通
詞
に
英
學
の
兼
修
を
命
じ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

國
防
の
動
機
か
ら
藩
府
が
長
崎

文

學

呼

究

第
十
六
輯

斯
る
次
第
で
あ
り
ま
す
か
ら
、 ―

二

Q

（
一
八
関
―

f
ー

）



『
七
ル
フ

．．
ヘ
ル
プ
』
の
繹
で
あ
り
ま
し
て
、
此
謡
書
を
通
し
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
小
偲
と
共
に

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
中
の

一
句
、

ア
ス
が
わ
が
子
に
典
へ
た
訓
誡
さ
へ
我
が
國
に
紹
介
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
此
繹
は
尤
も
時
代
が
古
い
だ
け
に
誤
認
が
な
い
わ
け
で
は

渓

宇
の
知
識
の
豊
富
な
敬
宇
先
生
の
箪
に
成
っ
た
だ
け
に
、

控
雑
誌
ヂ
ャ
パ
ン

・パ
ン
チ
に

『
ハ
ム
レ
ー
ト
』
第
三
藩
中
の
獨
白
の
途
中
迄
の
繹
が
現
は
れ
ま
し
た
P

、ゞ

信
且
で
絡
も
か

い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ワ
ー
グ
マ
ン

の
ロ
ー
マ
字
認
で
あ
り
ま
し
て
、
T
o
b
eこ

0
1'
n
o
t
to
 b
e
 "
 th
a
f
 is
 t
h
e
 
q
u
e
s
ti
o
n
 :
 力

1¥'ri
m
a
s
,
 a
1
 
,
 
i
m
as-e
n
,
 a
r
e
 w
a
 n
a
n
 d
e
s
k
a

と
総
さ
れ
、
後
も
か
う
し
た
罰
子
の
も

の
で
あ
り
ま
し
て

．
旗
面
目
な
認
＇と
は
恩
は
れ
ま
せ
，

ん
。
尚
こ
の
獨
白
だ
け
に
つ
い
て
申
せ
ば
、
明
治
十
五
年
の
『
新
憫
時
抄
』
に
含
ま
れ
て
居
り
ま
す
外
山、

矢
田
部
雨
数
授
そ
れ
ぞ
れ
の

尚
こ
の
『
新
憫
詩
抄
』
中
に
は
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
他
の
劇

『
ヘン

リ
四
泄
第
二
部
』
の
一
節
「

ヘ
ン

リ
八
祉
』
の

一
節
の
繹
や
、
グ
レ
イ
、
テ
ニ
ス
ン

、
ロ
ン
グ
フ

ェ
ロ
ー
其
他
の
詩
人
の
作
品
の
認
も
含
ま
れ
て
居
り
ま
す
。
但
し
シ
ェ

イ
ク

ぁ
土
ね

ス
ピ
ア
の
戯
曲
の

一
節
の
繹
は
是
以
前
に
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
西
周
が
ヂ
3

オ
ゼ
フ

・
ヘ
イ
ヴ
．
，
の

『
メ
ン
タ
ル
・
フ
ィロ

ソ
フ
ィ
』
を

認
し
ま
し
た

『
心
理
學
』
の
下
冊
（
明
治
十
二
年
出
版
）

の
中
に

『
ヘン

リ
四
泄
第
一
部
』
の

一
節
が
七
五
調
に
謁
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

シェ

イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
醜
案
は
も
つ
と
以
前
か
ら
あ
り
ま
す
。
明
治
八
年
に
は
恐
ら
く
恨
名
垣
魯
文
に
よ
る

『
ハ
ム
レ

ッ
ト
』
の
院
本
風

の
醜
案
が
『
千
恨
名
絡
入
新
間
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
ま
だ
見
な
い

の
で
あ
り
ま
す
°
十
九
年
に

『
東
京
絢
入

新
間
』
に
出
ま
し
た
魯
文
の
『葉
武
列
土
倭
錦
絵
』
は
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
そ
の
内
容
は
明
後
日
早
稲
田
に
お
け
る
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
記
念
講
演
會
で
頒
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
。

明
治
十
年
の
暮
に
は
脱
應
祐
塾
か
ら
出
て
居
り
ま
し

た

『
民
間
雑
誌
』
の
九
十
八
琥
と
次
就
に

亘
つ
て

『
胸
肉
の
奇
諮
』
抑
ち
胸
の
肉
に
淵
す
る
斐
っ
た
訴
訟
事
件
と
い
ふ

の
が
掲
載
さ
れ
ま

日
本
と
シ

ェ
イ
ク
ス

ピ
ア

繹
は
有
名
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
が
、

（
一
八
四
三
）

日
本
へ
来
て
ゐ
ま
し
た
英
凰
の
通

今
も
種
々
参
考
に
な
る
幽
が
あ
り
ま
す
。
明
治
七
年
に

ポ
ロ
ー
ニ



生
時
代
、
本
郷
の
進
文
學
社
で
内
職
を
さ
れ
、

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

居
り
ま
す
。
挿
粛
も
あ
り
ま
し
て
、

様
で
あ
り
ま
す
。

一
級
上
に
は
都
築
聰
六
、

そ
の
原
稿
は
早
稲
田
の
坪
内
椰
士
樅
制
拇
物
館
に
保

三

し
た
。
是
は

『
ヴェ

ニ
ス
の
商
人
』
の
醜
案
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
面
は
只
今
も
大
阪
か
ら
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
『
民
間
雅
誌
』
の
は
醜

案
で
あ
り
ま
す
。
醜
案
者
の
名
は
記
し
て
あ
り
ま
せ
ん
°
林
蛮
と
い
ふ
想
條
説
も
あ
り
ま
す
が
、
確
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
醜
案
で

は
法
廷
の
場
が
泉
州
堺
の
問
詰
所
と
な
つ
て
居
り
ま
し
て
、
ボ

ー
シ
ャ
は
住
吉
の
蔽
家
の
娘
洞
香
、

（
一
八
四
阻
）

シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
は
丁
稲
姿
で
傍
に
出
匁
庖

T
を
樅
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
有

此
頃
か
ら
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
筋
饗
的
の
も
の
も
出
来
て
き
ま
し
た
。
河
竹
獣
阿
瀕
手
記
の

『
ハ
ム
レ
）
卜
』
の
筋
書
は
明
治
十
一

、

二
年
頃
の
も
の
ら
し
く
、
明
治
十
二
年
に
は
和
田
垣
煎
士
が
ま
だ
東
京
大
思
チ
々
生
時
代
夏
休
に
箱
根
で
書
か
れ
た

『
李
王
』
と
い

ふ
の
が

あ
り
ま
す
。
是
は

『
キ
ン
グ
・リ

ア
』
の
筋
を
艇
文
で
簡
箪
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
、

存
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
李
王
者
英
國
之
王
也
。
衰
性
聰
明
。
及
王
即
位
百
腹
共
起
。
悪
弊
立
止
。
民
各
業
共
業
。
王
有
女
三
0

と
い
っ
た

調
子
で
あ
り
ま
す
。
和
田
垣
氏
は
井
上
哲
次
郎
、
岡
倉
登
三
の
諧
氏
と
共
に
翌
明
治
十
三
年
に
東
京
大
學
の
文
學
部
第
一
同
卒
業
生
と
な

裳
時
同
大
學
で
は
米
人
教
師
ウ
:
リ
ア
ム
・
ホ
ー
ト
ン
が
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
其
他
を
講
じ
て

ゐ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
尚
ホ
ー
ト
ン

の
前
に
は
東
京
大
學
の
前
身
東
京
開
成
熙
校
で
英
人
敬
師
ヂ
ェ
イ
ム
ズ

・
サ
マ

ー
ズ
が
英
語
、
英
文
學
、
論
理
梨
を
講
じ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
で
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

を
請
し
た
最
初
の
人
は
高
田
早
苗
膊
士
で
あ
り
ま
せ
う
。

同
氏
が
ま
だ
東
京
大
駆
の
卑

ホ
ー
ト

ン
か
ら
数
は
つ
た
シ

エ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
其
虚
で
い
は
ゞ

受
け
喪
り
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
和
田
垣
氏
が
大
學
――一
年
の
時
高
田
氏
は

一
年
で
、
坪
内
雄
蔵
、
有
吹
長
雄
の
認
氏
が
同
級
で
あ
り
、

嘉
納
治
五
郎
の
諸
氏
が
居
ら
れ
、
ま
た
高
田
氏
が
数
へ
ら
れ
た
裳
時
の
進
文
學
合
に
は
一
―
―
上
参
次
氏
な
ど
が
居
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

文

學

研

究

ポ
ー
シ
ャ
は
烏
柑
子
を
被
り
、

第
十
六
輯

シ
ャ
イ
ロ

ッ
ク
は
慾
張
頑
八
と
な
つ
て



作
中
、

み
ま
す
と
偶
然
で
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
。

か
ヽ
る
泄
梢
の
下
に
シ

ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
の
多
く
の

國
會
開
設
の
詔
勅
が
痰
せ
ら
れ
た
の
が
明
治
十
四
年
で
あ
り
ま
し
て
、

其
年
か
ら

是
は
此
頃
の
泄
相
を
顧

は
な
ほ
数
篇
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
戯
曲
を
繹
さ
れ
ま
し
た
が
、

の
外
に
は

『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ

函K 次
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア

の
略
僻
に
欄
し
ま
し
て
は
、

『
西
國
立
志
篇
』
の
後
で
は
、
明
治
十
二
年
吉
田
五
十
穂
繹
纂

『
伊
呂
波
分
西
洋
人

ぃ
9
ゐ

名
字
引
』
中
に

二
頁
に
亘
つ
て

の
紹
介
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
し、

翌
十
三
年
の
乾
立
夫
繹
『
泰
西
名
士
鑑
上
編
』
中
に
は
七
頁

明
治
十
六
年
に
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
原
作
の
ま
と
ま
っ
た
繹
が
初
め
て
我
が
國
に
現
は
れ
ま
し
た
。

11
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ

ル
の
制
』
が

『
日
本
立
懲
政
磁
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
是
は
明
治
十
九
年
に
『
羅
馬
盛
衰

鑑
』
と
題
し
、
箪
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
°
河
島
翁
は
坪
内
偲
士
と
同
じ
く
安
政
六
年
の
生
れ
で
、
栂
士
の
後
を
追
ふ
が
如
く
咋

年
の
春
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
同
翁
に
就
て

は
竹
村
登
氏
の
詳
し
い
紹
介
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
は
二

三
逃
べ
る
に
止
め
ま
す
。
河
島
氏

況
で
、
常
時
わ
が
國
民
は
皐
つ
て
政
治
問
題
に
熱
中
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

日
本
と
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア

に
亘
つ
て
の
シ
ニ

イ
ク
ス
ピ
ア
側
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
。

『
シ
ー
ザ
ー
』

共
中
出
版
さ
れ
た
も
の
は

露
妙
樹
利

リ
エ

ッ
ト
』
の
認
が
あ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
是
は
明
治
十
九
年
に

Iii

春
削
浮
批
之
曲5
』
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

か
4

る

『
戯

次
第
で
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア

の
作
中
特
に

『
シ
ー
ザ
ー
』
の
原
文
か
ら
の
認
が
先
づ
現
は
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、

翌
年
に
か
け
て
自
由
黛
、
立
窓
政
常
、
改
進
窯
等
の
政
黛
が
生
れ
出
で
、
十
五
年
の
四
月
に
は
板
垣
退
助
が
岐
阜
で
刺
さ
れ
る
と
い

ふ
術

特
に

『
シ
ー
ザ

ー
』
が
我
が
國
に
紹
介
さ
れ
た

の
は
至
極
尤
も
な
次
第
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す。

明
治
十
六
年
に
は
ラ
ム

の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
か
ら
の
邦
謀
も
二
つ
出
て
居
り
ま
す
。

索
嵐
先
生
抑
ち
藤
田
鳴
鶴
に
よ
る

『
ア
ズ

・ユ

~ 

（
一
八
四
五
）

卯
ち
こ
の
年
に
は
河
島
敬
蔵
繹



に
脳
ち
た
立
涙
な
繹
で
あ
り
ま
す
。

ー
ニ•

四

ー・
，ラ
イ
ク
・
イ
ノ

ト
』
の
繹
及
び
井
上
勤
の

『
ヴ
q

ニス

の
廂
人
』
の
認
郎
ち

『
人
肉
質
入
裁
判
』
で、

是
は
版
を
重
ね
て
大
い
に
誤，
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

じ
い
う
の
た
ち

rsご
り
の
ヽ
・し
あ
ぢ

自
由
太
刀
餘
波
銑
鋒
』
が
出
て
居
り
ま
す
。
是
は
原
作
か
ら
の
繹
で
あ
り
ま
し
て
、

を
見
ま
す
と
十
六
年
出
版
の
や
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
題
字
の
日
附
は
十
七
年
で
あ
り
ま
す
し
、
椰
士
自
身
も
十
七
年
出
版
の
こ
と
を
認

め
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
°

此
年
以
後
日
本
に
お
け
る
シ
ェ

4
ク
ス
ピ

ア
物
の
認
は
急
速
庶
で
増
加
し
て
居
り
ま
す
の
で
、枚
緞
す
る

こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
た

ゞ
先
づ
ラ
ム

の
物
語
か
ら
の
特
に
注
意
す
可
き
も
の
を
欅
け
ま
す
と
、
早
い
頃
の
も
の
と
し
て
は
仁
田
桂
次
郎

氏
に
よ
る
＇
『
冬
物
語
』
、
『
因
果
物
語
』
(
I
I
f

、aS1̀
r
ヽ
f
o
r
111

、os
ミ
ヽ
）
共
他
尚
三
つ

の
物
語
の
認
が
あ
り
、
品
田
太
吉
氏
の
名
で
出
ま
し
た

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
初
め
六
つ

の
物
語
の
繹
が
あ
り
ま
す
。
又
和
田
商
吉
氏
熙
生
時
代
の
『
み
な
れ
ざ
を
『
が
あ
り
ま
す
。
是
は

A
U
、
s
w、ll

さ
封

5̀
[d
s
 
W
e
l
l

の
繹
で
明
治
廿

一
年
の
出
版
で
あ
り
ま
す
が
、
終
の
方
が
謡
曲
風
に
し
て
あ
る
黙
で
も
注
意
す
可
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ

の
後
の
ラ
ム

の
物
語
の
繹
の
中
に
、
明
治
――
-
＋
七
年
出
版
、
小
松
武
治
氏
の
『
沙
翁
物
語
集
』
が
あ
り
、
こ
の
巻
頭
に
は
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア

の
名
句
の
氣
分
を
漱
石
が
俳
句
で
現
は
し
た
典
味
あ
る

一
稲
の
序
が
つ

い
て
居
り
ま
す
。
昭
和
に
な
つ
て
注
意
古
可
き
も
の
A

中

に
は
、
二
年
に
出
ま
し
た
名
作
大
競
第
二
部
十
一
巻
中
の
平
田
禿
木
氏
の
認
、
七
年
岩
波
出
版
の
野
上
媚
生
女
史
の
諜
等
が
あ
り
ま
す
。

次
に
明
治
十
七
年
以
後
に
お
け
る
原
作
か
ら
の
繹
の
中
、
先
づ
緩
つ
た
も

の
で
注
意
す
可
き
は
戸
繹
姑
射
、
淡
野
喝
虚
雨
文
學
士
の
分

婚
に
．よ
る
全
認
の
企
岡
で
あ
り
ま
し
て
、
明
治
一
二
十
八
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
十
編
だ
け
出
て
、
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
是
は
そ

の
第

一
冊
．『
ハ
ム

ピ

ト
』
の
序
で
も
わ
か
り
ま
す
や
う
に
、
雨
文
躾
士
の
恩
師
小
泉
八
雲
の
勒
告
に
基
づ
い
て
企
て
ら
れ
た
も
の
で
學
的
良
心

さ
う
し
て
こ

の
面
氏
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
全
認
の
企
脳
が
中
止
さ
れ
た
明
治
四
十
二
年
に
坪
内

明
治
十
も
年
に
は
坪
内
博
士
の

『
麟

麟

文

卑

研

究

第
十
六
輯

（一

八
岡
六

）

奥
附



栂
士
に
よ
る
沙
翁
傑
作
集
の
出
版
が
開
始
さ
れ
、
是
も
亦

『
ハ
ム
レ

ッ
ト
』
を
以
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

と
す
る
に
至
り
、
昭
和
一
＿
一
年
に
完
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

且
八
年
に
は
新
修、ンエ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
出
始
め
、

長
逝
さ
れ
る
時
ま
で
改
訂
の
完
成
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
は
世
間
に
も
よ
く
鉗
ら
れ
て
居
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

坪
内
膊
士
の
認
が
か
く
進
行
し
て
居
り
ま
す
間
に
、
稲
々
の
人
々
に
よ
つ
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
の
幾
つ
か
の
繹
や
註
郷
が
試
み
ら

れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
認
の
中
で
比
較
的
古
い
所
で
注
意
す
可
き
も
の
に
明
治
二
十

一
年
渡
泌
治
の

『
鎧
花
水
月
』
が
あ
り
ま
す
。

場
の
シ
ラ

キ
ュ
ー
ズ
の
ア

ン
テ
ィフ

オ
ラ
ス
の
語
を
少
し
試
ん
で
見
・
ま
せ
う
。

わ
が
名
を
正
し
く
ア
ン
チ
~
フ
ォ

ル
ス
と
呼
ぶ
の
み
か
、

ゆ
か
り

は
ぬ
先
よ
り
、
猿
々
貸
し
て
哭
れ
る
も
の
も
あ
り
、或
る
は
又
由
絲
も
な

い
に
信
切
に
馳
走
す
る
人
も
あ
り
、
叉
最
前
は
、
仕
立
屋
が
自
分

の
店
へ
己
れ
を
つ
れ
ゆ
き

「旦
那
さ
ま
の
お
誂
ひ
に
第
り
ま
し
た
こ
の
絹
切
れ
、

う
」
と
服
を
新
調
し
て
哭
れ
る
人
の
あ
ら
う
と
は
、
不
息
議
で
な
ら
ぬ
」
と
い

っ
た
文
閤
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
大
正
二
年
森
鶴
外
の
『

マ

ク
ベ
ス

』
は
こ
の
頃
の
純
然
た
る
現
代
語
靱
と
し
て
珍
重
さ
る
可
き
も

の
で
あ
り
、
近
頃
出
ま
し
た
こ
の
系
統
の
腺
と
し
て
は
本
多
顕
彰

氏
の

『
ハ
ム
ピ
ト
』
及
ぴ

『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ユ
リ
エ

ッ
ト
』
等
は
特
に
注
意
さ
る
可
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
繹
註
叉
は
註
繹
の
方
面
で
は
明
治
廿
四
年
の
磯
泌
駕
一
郎
請
述
『
[
鱈
鱈5〗

ま
し
た
坪
内
煎
士
の

『
マ
ク
ベ

ス
』
の
初
め
二
端
の
認
註
な
ど
は
古

い
方
で
あ
り
ま
す
。

日
本
と

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

ね
ど
も
、
見
も
知
り
も
せ
ぬ
他
人
よ
り
丁
寧
な
挨
拶
受
け
、

が
目
を
ば
ち
く
り
さ
せ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
ま
す
。

ー
ニ
五

第
四
癖
第
三

「
祉
に
不
恩
議
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の
、
今
日
の
我
身
の
仕
合
は
ど
う
し
た
事
か
は
細
ら

是
は

C
0
恙
ぶ
こ
)f
 
E
n
o
r
s
の
諄
で
あ
り
ま
す
が
、

金
を
貸
せ
と
も
云

一
應
御
翌
な
さ
れ
ま
せ
、
直
ぐ
御
寸
尺
を
取
り
ま
し
や．
 

二
十
五
年
村
田
祐
治
氏
が

『
日
本
英
學
新
誌
』

諧
義
録
』
及
ぴ
同
じ
頃
『
早
面
田
文
學
』

に
出

是
は
人
違
ひ
で
、

（
一
八
呻
I

七）

到
る
所
で

豫
期
せ
ぬ
好
遇
を
受
け
た
彼

純
然
た
る
國
語
緑
の
文
閤
か
ら
も
注
意
す
可
き
も

の
で
あ
り
ま
す
。

爾
来
咋
年
の
二
月
悔
士
が

こ
の
企
は
其
後
全
認
を
目
標



次
に
は
各
大
學
ゃ
専
門
駆
校
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
梱
す
る
請
義
の
こ
と
も
述
べ
た
い

の
で
あ
り
ま
す
が
、

す
。
さ
う
し
て
残
り
の
時
間
を
以
て
我
が
國
に
於
け
る
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
上
演
史
に
つ
い
て
一
言
す
る
こ

と
に
致
し
、

第

一
期
は
明
治
十
八
年
か
ら
三
十
九
年
郎
ら
文
藝
協
會
の
設
立
迄
で
あ
り
ま
す
。
前
に
述
べ
ま
し
た

『
心
謎
解
色
絲
』
を
別
と
し
ま
す

さ
く
ら
ソ
i

さ

ぜ

に
の
ょ
の
た
か

と、
我
が
國
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
上
演
の
最
初
は
明
治
十
八
年
大
阪
戎
産
に
お
け
る

『
何
櫻
彼
櫻
錢
泄
中
』
で
あ
り
ま
す
。
是
は

て
述
べ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
有
盆
で
典
味
深

い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

す
。
尚
近
年
に
は
故
横
山
数
授
の
研
究
が
あ
り
、

僻
記
の
方
而
で
は
箪
行
本
で
は
煎
文
館
批
界
歴
史
諏
中
の

一
編
で
明
治
―
―
―十
四
年
窄
5

行
の
中
村
可
雄
著

『
シェ

ー
ク
ス
ピ

ー
ヤ
』
が
恐
ら

く
初
め
で
あ
る
ら
し
く
、
大
正
万
年
に
は
齋
藤
勇
数
授
講
師
時
代
の
箸
『
、ン
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
彼
の
生
涯
及
ぴ
作
物
』
が
出
て
居
り
ま
す
。

叉
比
絞
的
早
い
頃
の
研
究
と
し
て
は
四
十
三
年
の
平
田
元
吉
氏
の
『

ハ
ム
レ

ッ
ト
制
研
究
』
は
坪
内
郎
士
が
推
奨
文
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

は
れ
る
事
は
誠
に
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

に
寄
稿
さ
れ
た
「
ハ
ム
レ
ノ
ト
詳
解
」
は
出
色
の
も
の
で
か
り

、
同
年
に

は
又
大
念
本
橙
と

い
ふ
人
の
『

シ
ー
ザ
ー
』の
認
註
が
箪
行
本
で
出

て
居
り
ま
す
0

も
つ
と
新
ら
し
い
所
で
名
鰈
註
と
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
四
十
二
年
の
菅
斯
徳
助
氏
の『
オ
セ
ロ

』
が
あ
り
、
我
が
國
に
於
け

る
最
も
趣
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
詳
註
と
し
て
は
大
正
十
年
か
ら
昭
和
七
年
に
亘
る
研
究
祉
英
文
學
痰
害
中
に
市
河
膊
士
が
賂
任
さ

れ
た
十
三

の
制
が
あ
り
、
同
叢
轡
中
に

は
な
ほ
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
作
品
中
剌
以
外
の
も
の
、

註
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

尚
共
後
も
都
築
、
補
口
、
禄
村
、
細
江
等
の
師
々
た
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
駆
者
の
註
又
は
繹
註
が
嗽
々
と
し
て
現

文

學

研

究

.
• 
J

-

1

ヽ
cr'

”A
T'
プ
加

期
に
分
け

今
度
は
割
愛
し
ま ．
 

帥
ち
長
詩
及
ぴ
十
四
行
詩
を
岡
介
数
授
が

ー
ニ

六

（
一
八
四
八
）

又
咋
年
研
究
祉
評
郁
叢
書
中
に
出
ま
し
た
土
居
敵
授
の
『

‘
ン
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
は
簡
箪



是
は
我
が
圏
に
お
け
る
こ
の
劇
全
部
の
初
め
て
の
上
演
で
あ
り
、

―
二

七

し
た
が
、

翌
年
に
は

『
ハ
ム
ピ
ト
』
が
三
孫
と
し
て
演
ぜ
ら
れ
、

制
上
場
の
時
期
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

く
日
本
化
さ
れ
た
酬
案
制
で
あ
り
ま
す
が
、

．三
十
四
年
七
月
に
は
伊
井
、
深
澤
、
輻
島
等
の
語
氏
に
よ
り
明
治
座
で

『
ヂュ

ー
リ

ア
ス

・
シ
ー
ザ
ー
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
是
は
そ

の
前
月
に
船
享
が
東
京
市
會
議
事
幽
で
刺
さ
れ
た
こ
と
か
ら

の
息
ひ
つ
き
の
や
、）
で
あ
り
ま
す
。
三
十
万
年
に
は
高
安
月
郊
醜
案
の
『
間

デ
ン
の
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
評
佃
か
ら
の
息
ひ
つ
き
だ
っ
た
さ
う
で
あ
り
ま
す
。

郎
が
貞
奴
と
共
に
東
京
で

『
オ
七
口

』
を
上
演
し
ま
し
た
。
原
作
の
ま
4

と
い
ふ
鯛
れ
込
み
で
し
た
が
、

に
、
サ
イ
プ
ラ
ス
は
盗
餞
に
嬰

へ
ら
れ
、
人
物
の
名
前
ま
で
が
醜
案
で
あ
り
ま
す
。
郎
ち
ム
ア

の
オ
セ
ロ
が
室
鐙
郎
、
イ

ア
ー
ゴ
ー
が
伊

エ
ミ

リ
ア
が
お
宮
と
い
っ
た
有
様
で
あ
り
ま
す
。
さ
ぅ
し
て
全
閤
を
六
器
十
一

場
と
し、

終
に
は

イ
ア
ー
ゴ
ー
が
キ
ャ
シ
オ
の
部
下
か
ら

一
齊
射
隙
で
倒
さ
れ
る
．こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
シ
ェ

イ
ク
ス

ピ
ア
物
が
次
第
に
上

デ
ス
デ
モ

ー
ナ
が
朝
―H日
、

演
さ
れ
る
や
う
に
な
り
、
殊
に
川
上

一
座
は
田
合
廻
り
を
し
て
之
を
普
及
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
第

一
期
は
要
す
る
に
醜
案

明
治
一二
十
八
年
に
易
風
會
が
で
き
、
翌
年
そ
れ
が
文
藝
協
會
と
な
り
、
坪
内
拇
士
が
そ

の
會
長
と
な
ら
れ
る
頃
か
ら
わ
が
國
に
お
け
る

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
上
演
は
初
め
て
そ

の
緒
に
つ
い
た
と
言
ひ
得
る
で
あ
り
ま
せ
う
°
坪
内
廊
士
指
導
の
下
に
三
十
九
年
の
暮
に

『
ヴェ

是
等
は
そ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
ま

ニ
ス
の
尚
人
』
法
廷
の
場
が
演
ぜ
ら
れ
、

明
治
四
十
四
年
文
塾
協
會
の
同
人
に
よ
る
帝
劇
に
お
け
る

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
上
場
は
時
代
を
割
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た。

日
本
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

且
土
肥
春
昭
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
代
に
す
ぐ
れ
た
出
来
榮
で
あ
っ

た
と
言

屋
剛
蔵
、

と
光
』
卯
ち

『
キ
ン
グ
・リ

ア
』
が
齢
井
、

『ヴェ

ニ
ス
の
廂
人
』
で
あ
り
ま
し
て
、

宜
は
麟
案
で
ヴ
ェ
ニ
ス
は
東
京

小
宮
山
天
香
の
思
ひ
つ
き
に
よ

つ
て
宇
田
川
文
悔
が
醜
案
し
た
も
の
と
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
全

日
本
で
芝
居
と
言

へ
ば
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
時
代
と
し
て
裳
然
の
こ
と
4

田
心
は
れ
ま
す
。
明
治

村
田

の
賭
俳
飯
に
よ
つ
て
京
都
の
南
座
及
ぴ
紳
戸
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
題
名
は
グ
ウ

三
十
六
年
に
は
二
度
目

の
外
遊
か
ら
蹄
朝
し
た
川
上
昔
次

（
一
八

四
九
）



川
左
脚
次
と
小
山
内
章
~共
同
の
自
由
劇
場
が
イ
プ
セ
ン
、
ゴ
ル
キ
イ
、

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ハ
ウ
。フ
ト
マ
ン
、

ヽ

エ
ル

ン
ス
ト
。
ト

ラ
ー

・エ
イ
ク
ス
ビ

ア
物
の
演
出
に
近
代
服
装
を
試
み
た
こ
と
な
ど
も
言
っ
て
趾
く
可
き
で
あ
り
ま
せ
う
。

（
一
八
五

0
)

は
れ
て
ゐ
ま
す
。
然
し
大
正
二
年
に
は
文
藝
協
會
は
解
散
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
是
に
は
種
々

の
原
因
が
あ
っ
た
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
市

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
文
密
協
會
の
解
散
は
帥
ち
藝
術
幽
、
無
名
會
、
舞
函
協
會
へ
の
分
裂
と
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

然
し
他
の
二
つ
も
幾
つ
か
は
上
演
し
、
又
や

中
、
無
名
會
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
の
上
演
に
は
最
も
功
傍
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

や
す
し

は
り
坪
内
門
下
の
上
山
単
人
等
の
近
代
制
協
會
、
守
田
勘
駕
及
び
林
和
氏
の
文
藝
座
も
数
編
を
土
場
し
、
坪
内
士
行
が
無
名
會
及
び
舞
盛

協
會
と
共
同
し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
を
演
じ
た
の
も
記
憶
さ
る
可
き
で
あ
り
ま
す
。

裟
災
は
凡
て
の
も

の
A

面
目
を

一
新
し
ま
し
た
や
う
に
、

・我
が
國
に
お
け
る
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
上
演
史
も
之
を
境
と
し
て
第
三
期
に
入

袋
災
後
暫
く
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
時
代
は
全
く
過
ぎ
た
や
う
に
思
は
れ
、
そ
れ
の
み
な
ら
す
咋
日
迄
榮
え
た
イ

・

ス
ト

リ
ン

ド
ベ

リ
イ
さ
へ
も
古
く
な
っ
た
や
う
に
思
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
ゲ
オ
ル
グ
・
カ
イ

ル
イ
ヂ
。ピ

ラ
ン
デ
ル
ロ

な
ど
が
一
時
人
氣
を
博
し
、
偶
々
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
が
上
・演
さ
る
れ
ば
、

川
左
圃
次
、
松
本
幸
四
郎
等
に
よ
つ
て
歌
舞
伎
斯
で
行
は
れ
る
と
い
ふ
有
様
で
あ
り
ま
し
た
。
然
し
そ

の
間
に
あ
っ
て
、
上
場
し
た
も
の

は
少
敷
で
も
築
地
小
制
場
が
シ

ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
物
の
研
究
的
な
樅
出
を
試
み
て
来
ま
し
た
こ
と
は
多
と
す
可
き
で
あ
り
ま
す
。

廿
九
年
以
来
の
東
京
ア
マ
チ

ュ
ア
・
ド
ラ
マ
テ
は
ッ
ク
・
ク
ラ
プ
帥
ら
A
D
C
が
服
々
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
物
を
上
演
し
た
こ
と
、

イ
ク

ス
ピ
ア
物
の
閑
現
は
明
治
四
十
二
、
三
年
以
来
の
こ
と
の
や
う
で
あ
り
ま
す
。
是
で
私
の
話
を
終
る

こ
と
に
致
し
ま
す
。

（
日
本
シ

?
4
ク
ス
ピ
ア
協
合
の
依
頼
に
よ
り
昭
和
十
一
年
四
月
廿
＿
―
-
日
の
シ
ュ
イ
ク

ス
ビ
ア
肥
念
祭
に
際

し
鳶
岡
放
送
問

よ
り
全
掘
巾
紐
に

て
放
送
）

ザ
ー
、

プ
セ
ン
、

災
に
益
著
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

文

學

研

究

第
十
六
輯

尚
わ
が
國
の
映
粛
館
に
お
け
る
シ
ェ

地
球
座
が
シ

な
ほ
明
治 市

さ
う
し
て
か
う
い
ふ
欣
態
で
大
正
十
二
年
の
大
震

ハ
ウ
。フ

ト
マ

ン
等
の
も
の
を
上
演
し
出
し
た

の
に
黙
倒
さ
れ
た
形

―
二
八




